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ワーカー不足、賃金上昇があり、加えて、
電力事情の悪さ、部材の現地調達難など課
題も多くあり、今後拡大するにあたっては、
対策が必要となっております。

中国の人件費上昇、人手不足は厳しいも
のがありますが、当社グループは中国で３
地域、６工場（8,000人　各々協力工場を
含めると15,000～20,000人）を展開してお
ります。
中国のメリットは１工場で5,000人規模
のワーカーがなんとか集められ、電話一本
でプラスチック部品、金属部品、電子部品
他の部材調達が可能で、サブコン（協力工
場）や港湾・物流システム等のインフラが
充実しており、海外生産という選択肢の中
だけで考えるなら、総合点（力）ではやは
り中国が優位にあると思います。ただし、
その中国も自動化や内陸部活用等の対策を
しても、いろいろな面で「世界の工場」と
しては限界を迎えつつあります。中国での
ワーカーにかかるすべての費用が１人当た
り１ヶ月10万円になる日も近づいている様
に思います。一方で消費地としての市場と
しては、今後、拡大を続けるでしょう。各
国への進出・拡大にあたってはメリット・
デメリットがあり、将来性を含め状況変化
に応じた対策が必要となります。

■今後の展開

当社グループはこの20～30年間、顧客に
恵まれてきました。業界トップクラスの世
界展開をする国内・海外の顧客と取引をさ
せてもらいました。
今後は市場の変化をつかみ、伸びる市場、
伸びる顧客への方向感と、どんな商品を開
発するか、商品開発の方向感、世界の勝ち
組・ヒット商品への取り組みが重要となり
ます。また、今まで以外の新しい顧客の開

拓も重要であります。加えて、図面設計の
段階から始まり、あらゆる原価を下げる対
策が必要となっています。
昨年から伸びが好調であるスマートフォ

ンは従来型の携帯電話より多様な機能が盛
り込まれており、高性能の部品を必要とし、
部品の軽薄短小化などの技術で当社グルー
プの強みが発揮できます。スマートフォン
市場の拡大に伴い、使用部品において、従
来の携帯電話からの転換を進めることが重
要となっております。
また、この円高水準は、単に生産を海外
に移すだけでは吸収することが出来ないレ
ベルになっています。さらに、欧米の諸問
題を考えると、さらなる円高の可能性も否
定できません。生産場所、生産方法のみな
らず、すべてのオペレーションが見直しを
迫られているのが現状です。

最後に、当社グループは成長市場・成長
機器に対して積極的なグローバルマーケ
ティングと新製品開発活動の展開により、
受注・売上の拡大を図るとともに、生産性
向上、コストダウン、経費削減など経営全
般による効率化をスピード感をもって推進
し、業績向上を図り、この難局を乗り切り
たいと考えております。

ホシデン株式会社
所在地：〒581-0071　八尾市北久宝寺1-4-33
ＴＥＬ：072-993-1010
ＦＡＸ：072-994-5101
創　業：昭和25年９月
資本金：136億6,027万9千円
年　商：2,895億94百万円（単体）
従業員：833名（単体）
業　種：�電子・電気機械器具、自動車部品、

情報通信機器、事務機器、医療機器
の製造・販売

ホームページ：http://www.hosiden.co.jp/

会社概要
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新生日本のための経営提言

㈱経営開発研究所

社長　藤森　悠
ゆ

紀
き
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定型化している企業経営
昭和20年の終戦により、企業・家庭・個人

の総てが、白紙からの再起に追い込まれまし
た。大きな改革・躍進に挑戦するには過去と
の断絶が絶対に必要ですが、島国のために日
本人の保守性は極めて強固で、心機一転は困
難です。
日本は終戦という歴史的転機に遭遇して、戦
後復興という大改革のチャンスに恵まれまし
た。災いを転じて福となす絶好の機会でした。
しかも占領軍という絶対的な権力から、日

本人の価値観を無視した命令として改革の実
行を強制されました。
その基本として、経営者・管理監督者に欧

米で創造された新しい経営学を基本にした定
型訓練を企業に強制しました。その需要を専
門に指導する会社や指導者が続々と生まれま
した。
この教育によって幹部たちは過去の自己体

験を無視して、教育された原理原則に基づい
た価値観に意識変革を致しました。特に完璧
な意識・態度・行動の新しい実践を強く求め
る、ラボラトリートレーニング（LT）が強
い影響と効果を浸透させました。私もその指
導者として多くの会社の教育を担当し、大き
な実績を築きました。
これらのことによって組織や経営・管理の

新しいシステムが、日本企業に共通した意識
革新をもたらし、今日に至るまでに、経営や
リーダーシップやマネジメントの意識が定型

化いたしました。
最近はこれらの教育を静かに見直して時代
の変化に対応した教育を密かに導入して、経
営環境の変化に適応する経営に静かな改革が
進められています。
また、世界地図をみると、日本は完全な島
国として、他国と土地が接続していない特徴
がひと目でわかります。国境の軍備に国力を
結集しなくとも、海岸が外国の侵略を防いで
います。

海に囲まれた島国は、設備や物資や知恵の
流通を自由にし、完全な開放性を備えていま
す。企業や個人が積極的に外国に進出して
も、産業・経済面で国境や人権を意識致しま
せん。外国に系列会社を設営しても一支店の
ような感覚の家族意識で接しています。
目前に、他国の軍事設備や訓練を見ないた

めに、戦争を予測した軍備意識は生まれません。
古代の歴史を振り返っても、他国軍に攻撃
され、虐げられた経験はありません。日本は
このように極めて恵まれた環境に立地してい
ます。そのために企業も家庭も安定した状況
に置かれています。
最近のマスコミはやたらと横文字を使いま
す。政治も学問も同じような傾向があります。
TPP（環太平洋戦略的経済連携協定）、EPA
（経済連携協定）などを経営者、講演の講師
などがフルに使っても、耳は具意的な発想に
発展しません。APEC（アジア太平洋経済協
力）、FTAAP（アジア太平洋自由貿易圏）
よりも自分の足元に目を向けようと語りかけ
てもらう方が、問題意識が芽生えます。どち

特別寄稿
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らも地球規模です。でも日本の東北や紀州の
人たちは、目の前の太平洋を見つめ、壊滅し
たわが家や田畑や魚のいる海岸に強い関心を
持ち、必死に発想を深めます。日本の総理は
TPPと日本の農業の二兎を追う考えを示し
ています。

人間の上下関係の形成
数千年昔に遡っても、日本の統治体制は極

めて家族的システムといえます。各地の大き
な地主的な家が主人公で、家族の増加に伴い
それぞれが自分の分家を作り、それに伴う家
や屋敷などの分散と独立による、大家族グ
ループが生まれます。それぞれが自衛体制の
ための組織化として、何々家という集団に成
長して、リーダーや様々な役割が必要となり、
他の家庭からの侵略や支配を防ぐための戦力
も必要になってきます。それが地方権力組織
の始まりで、その勢力争いによってグループ
化して藩体制に発展します。
この過程で近隣グループ間に、土地や建物
の争奪が起こり、攻撃や防備のための戦士を
雇用して、やがて武士としての身分に成長し
ます。
人間が集団化すると、身分・階級と指揮命
令の上下・系列が生まれ、その管理統制のた
めの規則を作り、それに服従させる制度に整
え、藩システムに発展します。
この制度で雇用された男性は、自分の家庭
にも似たような風習を取り入れます。その結
果、家庭もミニ藩システム化します。
最近は企業内教育の影響で、身分や階級に
よる上下意識が好まれません。むしろ上が下
に神経を使っている傾向があります。組織内
の親睦会や上司の自宅に飲みに行くなどは嫌
悪されています。

所属集団への忠誠心
日本人は上下関係よりも、所属集団への忠

誠心の方が強いといえます。昔は土地に対す
る関心が強かった。地主という人物よりも、
あの人の土地を使用せさてもらっている、こ

の土地のお蔭で生きているという感覚が強い
のが当然といえます。
土地を重視することは、その土地を所有し
ているあの人のお蔭という感覚に直結しま
す。そのためによく肥えた土地、水利の良い
土地、少しでも広い土地、足の便利な場所を
提供できる人が慕われます。他者の侵略を防
ぐ武力を持つ人、大規模な土地と防ぐ武力を
持つ人は、地方権力者として尊敬されます。
このように慕われる人に対しては、お役に
立ちたい、お気に入りになりたいという忠誠
心が強くなり、役に立つことを自発的に行動
します。良く働くことを期待するよりも、こ
の人のために懸命に働こうという気持ちが湧
き出る人物になる自己努力が重要といえま
す。しかし現代は土地よりも住まいの立地を
重視します。情報の量と質に関心をもちま
す。家族の人柄や感性に目をむけます。土地
よりもマンションの立地に興味をもちます。

一人で真剣に取り組む体質
私たちの先祖の仕事生活は、古代から農

業・牧畜を主体にした個人経営でした。この
特色は、自己家庭で主人一人が黙々と手作業
で営んでいました。
そのために集団作業や組織活動は苦手な傾

向があります。現代は農業のかたわら企業に
勤めて、上司に与えられた仕事を、組織編成
による集団活動として取り組みます。農業で
も、農協の指示による活動や家庭事業として
家族ぐるみで取り組むことが奨励されていま
す。
そこで仕事や労働というよりも、組織活動

や集団農業の概念が重視されます。一人で
黙々と熱心に取り組むよりも、集団マネジメ
ントという概念が中心になっています。
先祖の人々の行動よりも、欧米の頭脳型営

農を奨励されます。農業のような原始時代か
らの事業でも、やたらとカタカナ用語が使用
されます。農業に学問は無関係として義務教
育以上の学校へは進学不要の考えでしたが、
今は大学法学部出身の農協職員がパソコン片
手に営農指導に訪問します。
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個人作業の組織化が進歩する
完全に個人労働であった農業にも、機械を

使う人が増加しました。これは農協組織の発
展と強い関係をもっています。更に電子化ま
でレベルアップが進みます。家庭にパソコン
が導入され、高齢者が活用の先端を担います。
完全な肉体労働で嫌悪されていた農作業

に、性別や年齢が無関係になることは高学歴
化や電子化をもらたします。太陽をまともに
浴びて汗イッパイの労働が、今は頭脳活用の
先端を担っています。もはや畑作業という概
念は消えています。むしろ脚光を浴びるのは、
高度の教養になります。農の世界に、高度な
能力や情報が必要になりますと、高学歴者に
よる組織が必要になります。既に巨大組織に
発展した農協が、力を強めています。

上質なビルが食料生産を担う
電子機器が食料生産の中心になると農地の

必要は無くなります。農業を都会の高度なビ
ルで営むようになります。太陽のもとでの一
次産業という概念を捨て、電子機械を主力に
した高度な知識産業という取り組みに主体が
移ります。電子機器を主力にした情報が、経
営の柱になります。
もはや現実は農業を第一次と考えるのは、

時代感覚との錯覚と見做すのが、正当といえ
ます。太陽を浴びる広大な農地でなく、電算化
されると大都市の巨大ビルが、食料生産の現
場になります。電子機器がコメや野菜を生産
しても、奇妙に思う人が存在しなくなります。
この生産と消費の密着は、これからの食料

確保を考える基本になるかも分かりません。
一次産業と三次産業の合体で四次産業ともい
えます。それが時代を代表する総合経済業と
命名できます。

新生企業を目指すのは可能か
敗戦で総てがゼロの生活になった。それから
65年が経過しました。その間に日本の企業は

予想もしなかった再起と発展成長を実現して
きました。おそらく一企業だけの力では、新し
く生まれ変わることはできなかった思います。

国民のみんなが新しい日本を創ろうと内心
で思ってきたから実現したと信じています。
敗戦という悲劇や戦地での体験が、再起に意
欲を呼びました。私の会社勤務のときの上司
はシベリアで捕虜体験をしています。そして死
んだ捕虜仲間の遺体を食べたお蔭で自分は生
きて帰国できたと言います。その食べた仲間
へのお詫びとその人の失った人生のために、
自分はこの会社を成長させたいと語ります。
戦地経験のない私が、強烈にショックを受

けて、自分の幸運を招くには、この上司の両手
になろうと決心しました。そして古い体質の会
社の新生を真剣に考えました。まずは勉強で
す。そして講演会やセミナーに参加して外の
空気や実態を吸収しました。そして高齢の上
司のかわりに、権威のある資格を求めました。
この資格はやがて改革を実現させるための
行動を起こすときに役立つと思っていました
が、それが当たりました。とにかくこの会社
が取り組んでないことを手がけようと考えま
した。夢のようなことが、実現できました。
その上司が社長を説得して私に全権を与えて
くれました。
私はその会社を辞めて、コンサルタントに
なりました。接触する会社には、そこのトッ
プに現状に満足しないで夢を持つよう求めま
す。まず現実に満足せずに、新しい志をもつ
ことで新生はできるのです。

　一部上場会社で若年期に、総務・教育・組
織企画・人事・監査・社長室で会社改革・新
生の実務を担当する。1971年に退職し㈱経営
開発研究所を設立して社長に就任して現在に
至る。
　全国都道府県すべてにおいて、経営指導、
教育の実績を築く。
　著書は「意識変革とリーダーシップ」「人
と組織活力の研究」「男40代、人生の中間決算」
「この発想が未来を拓く」など約50冊ほど。
　経営哲学学会、組織学会、日本マネジメン
ト学会、工業経営研究学会、他に様々な研究
組織の会員。

 略　歴 
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�蝶ネクタイがトレードマークの 
　明るい社長さん
　デフレ、円高と中小企業を取り巻く環境は、
大変、厳しいものがあります。ともすれば、職
場のムードも暗くなってしまいそうです。そん
ななか、会社の雰囲気を明るくすることがなに
より大事と、社長さんが先頭に立って、社員の
モチベーションアップに取り組んでいる会社が
あります。
　攪拌機、乳化機械メーカーのプライミクスで
す。「この会社に来たときカルチャーショック
を受けました。優れた技術力はありますが、職
場の雰囲気が地味で、いまひとつ元気がないよ
うに思えました」と３代目の古市尚社長。古市
さんは、飲食店コンサルタントから、父に呼び
戻されて社長に就任。いつも蝶ネクタイがト
レードマークの明るい人です。

�社員の意識改革、ボトムアップ作戦
　社名を特殊機化工業から現社名に変更、社員
に会社が好きになってもらえるような活動を始
められました。コンサル業で培った経験を活か
し、社員の意識改革に取り組んでおられます。
社員の意見を積極的に取り入れて経営に反映す
るボトムアップ作戦です。
　また、社歌も「みんなで歌おう！」と、タケ
カワユキヒデさんに楽しい歌をつくってもらい
ました。ボクはたまたま2011年社員決起大会
に出席させてもらいましたが、社長さんは、ノ

リノリで歌っておられました。

�楽しい雰囲気の社員決起大会
　社員決起大会ですが、終始楽しい雰囲気でし
た。驚いたのは、その決起大会で攪拌マイス
ター選手権の決定戦をやられたのです。社員が
部門を越えてチームを結成、自社の攪拌機を
使ってマヨネーズ、乳化ドレッシングをつく
り、その味とプレゼンテーションを競う社内イ
ベントです。
　西宮在中メンバーが考案した酒粕の材料を
使ったマヨネーズ「みやまよねーちゅう」が優
勝。なんと賞金100万円（一部は社内の東日本
大震災義援金活動に寄付）を提供されたので
す。厳しい経営環境にあっても、社員のイベン
トに100万円をポーンと出す社長の姿勢は素晴
らしいです。

�社員が楽しく仕事に打ち込める
　とかく決起大会というと、社員に先行きの不
安を強調し、だからがんばらなあかんという悲
壮感を感じるケースが多いです。縮こまるので
はなく、社員みんな楽しく仕事に打ち込める、
そんな雰囲気をつくる決起大会こそ、不況を乗
り切ることができると思いました。

日本一明るい経済新聞 編集長　竹原　信夫
四條畷学園大学・短期大学 客員教授

うちはこんなおもろいことやってます″� 第７回

プライミクス株式会社
〒553-0001　大阪市福島区海老江８－16－43
☎ 06・6458・7531
http://www.primix.jp/

不況を吹き飛ばす！
100万円のマヨネーズ選手権
























